
( 4 )一人の子どもについての継続的記録

子どもたち一人一人の姿を追ってみると，幼稚園生活を通してだんだんと成長して

いく姿を実感することができる。私たち保育者は，子どもたち一人一人に応じた援助

をしながら，この子はどのように成長してきたのか，これからの課題はどんなことだ

ろうかと思いを巡らせながら保育に当た っている。

ここでは，子どもたちが「他Jとのかかわりの中で自分らしさを発揮していく過程
と保育者の援助の在り方 その時の保育者の思いについてまとめてみた。その際，今

年度の研究の「自然」に限らず， I人JIものJI自然Jとのかかわりの中で自分らしさ
を発揮していく姿について挙げている。

l年次の研究から継続して記録している年長児Y児と 2年次からの年中児X児に

ついては， 2 ~ 3年間で変容してきた過程と，本年度見られた自分らしさを発揮する

姿を紹介していく 。また 年少児のW児については 本年度，自分らしさを発揮して

いった過程を紹介する。

。MV
 

@ 
0-

-69・



(ア I他」に興味をもって積極的にかかわっていく W児(年少児:女)

入園時

先生との出会いを喜び， I先生，おはようございますJと， 元気よく登園して

いる。「これ，したいJIあれ，なあに」と，様々な「他Jに興味をもち，積極的に
かかわろうとしている。

O 幼稚園にあるもの，いる人，何もかもが新鮮なのかな。楽
しみをもって登園できるのはいいことだ!様子を見守りな

がら，援助をしていこう 。

ハU

ハハ〉
ハハ〉

[保護者との連携1
O 園で生き生きと楽しむ様子を連絡帳や降園時を利用して
話題に していこう 。

4月16日

「ぶらんこするよ!J 
W児が「友だちjを「ぶらんこjに誘う様子

O ぶらんこに乗って楽 しんでいたW児が保育室に戻ってきて，テラスから
叫ぶ。

WIぶらんこするよ !ぶ らんこする よ!ぶらんこする よ!J 
保「殺計瓦舜夜間隔主税証沼lt~~住仰の」
WIお友だち!(私)ぶらんこしたいの。J
保「そう，じゃあ，先生がお友だちを誘ってみるね」

保「対玄京んがT事.~liす'-~t;íÇ~とを:: [可予選惨日" ヨで雷:;る? で.~-;-~-.tミ;滋
ゑみと:品Y叫iぎ;首長]前者三ヲ議長」
o W児と A児， B児 c児とで，保育者に押しても らいながらぶらんこに
乗る。

保IWちゃん，ぶらんこ って面白いね」
WIうん，ぶらんこ大好きリ
保IWちゃん Aちゃんがずっと待っているから，今度は交替しょうかJ
WI・・・ぶらんこしたい」
保 n'r~; -_ j…1とぶち主主?できv主主;今:~ --wちゃんすーマど乗長七以だせï:'i~
う J今度は; C~Á-'ぢ手話員養;だよ」
WI" " "うん，いいよJ
保IW ち ゃん，ありがとう。ふさ玄ん討ちを治決普Lて丈~t~ .~ '~三う;
まししいねJ

000 

o Iみんなとぶらんこで遊びたいJIぶらんこに
ずっと乗っていたいjという気持ちを受け止め

つつも， )11貢香があることを伝えていこう 。

O ぶらんこの面白さを味わう姿に共感したり，

友だちと交替できたことを褒めたりしていこ

つ。
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6月5日

「ママと一緒がいい!J 
W児が「母親」に一緒に幼稚園で過ごしたいと訴える様子

O 母親の手を引っ張りながら登園する。
保iwちゃん，おはようございますJ
wi・・・おはようございます」
保「今日もいっぱい遊ぼうね。では，お母さん，行ってきますJ
wiいや!ママと一緒がいい!J 
保「えお母さん，幼稚園じゃ遊べないのだけど・. • J 
wiママがいい!ママ居て，ママ居て!J 
保「じゃあ，ちょっと見ていてもらおうかj

o w児の母親の都合を聞き， しばらく幼稚園に残っていてもらうようお願
いする。

保 iwちゃん，階料品駒山期防長約三物財閥糊ì~l
語:安否~議長支:さよ経今点誌記じゃあランドセルを片付けて遊ぼうかj
wiうん!J 
O 時折，母親が居るか確かめながら，ぶらんこを漕いだり，シロツメクサ
を摘んだりして遊ぶ。

wi(私も)シロツメクサほしい。ママにあげるのj
保「そう 。お淳委長事;んだてれるとミヤ3をよシロツメクサたくさんあるね。
花束にしょうか」

O 約束の時刻になり 母親が帰ることを伝えるとじたんだを踏みながら，
泣き叫ぶ。

wiいやあママと一緒がいい。ママ居て，ママ居てJ
母「お仕事って言ったでしょ!じゃあ，もう今日は一緒に帰ろう j

wiいや!帰らない。ママも幼稚園(に)居るの!ママ居て!J 
母iwちゃん，いい加減にしなさい!J 
保iwちゃん，義母重注ム合員:ほご扇舟事るぶ賞五-c:!L':今自主主義母さんど
指:14礎去すも吟がまた蘭賢治るJfま弁連主律支事長」

wiいやっ!いやっ!帰らない。(私)遊びたい!ママ居て~ ! J 
保iwちゃん，今日はどうしてもお母さんは，帰らなくちゃいけない。また，
お迎えのときになったらお母さんは，来てくれるよ」

wiいやっ!ママと一緒がいい!ママッ!ママッ!ママツ~ ! J 
保「じゃあ，今日はWちゃん，お母さんと一緒に帰ろうか。また明日先生，

待ってるね」

O 泣きながら，母親と一緒に幼稚園を後にする。
/ 
O 幼稚園の面白さを味わっている一方で，これ

まで母親と離れて園生活をがんばってきた姿

を受け止めていこう。

O 保護者の不安な気持ちを受け止め，焦らず見

守っていくこと，いつかまた必ず「行ってきま

す」と言える日がくることを伝えていこう。

O 都合のつくときは W児の気持ちに寄り添っ

て幼稚園に残っていてもらうようお願いして

いこう。
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6月30日

「キノ コスープ」

W児が「友だちjの刺激を受けながら 「自然」とかかわる様子

O 雨上がりの園庭を見て，散歩に出掛ける。

wr先生， 一緒にお散歩に行こうJ
保「いいよ」

O 友だちがポリ袋に水とキノコを入れて「キノコス ープJに見立てて遊んで
いるのに気付く 。

WrAくんが持っている『キノ コスープ』が(私も)ほしい !J 
保「じゃあ， U!砧;ど花粉 .':::!Jif1i?:-_たのか舶来尋:，~_:1~ぷJ
wrAくん，キノコ，どこにあったの?J 
Arお家の近くにあったよ」
O ままごとハウスの周辺へ行き 保育者や友だちとキノコ探しをする。

10月16日

wr見て !たくさんキノコを見付けたよ !J 
Arぼくもいっぱいだよ」
wr<私の)お母さん(は)今，何をしているの ?J
保「そうねえ，殺城崎械を.::k:î~~B砂広裕子!両町神崎
iんで掃討liめを乗回目 的必!i3.tjJ
wrこれ，いっぱい摘んで持って帰る!J 
保「そう，お母さんもきっと喜んでくれると思うよ」

000 

O 数日前まで，お母さんに幼稚園に残ってもら

う日が続いたけど，安心して，幼稚園で過ごせ

るようにな ってきて，よかった !

O 園庭の「自然Jに目が向きはじめているので，

ポリ袋やカ ップなどの準備をしておこう 。

O 時折，母親を思い出しながらもW児が幼稚園

で楽しく過ごしている様子を伝えていこう 。

「秋の園庭でJ
W児が秋の「自然Jの中で「友だち」とかかわっている様子

O 友だちゃ保育者と木の実や草の実集めをする。

Arほら，先生見て!J 
保「何が入っているの?J 
Arドングリ」
保「ドングリさんのぼうしも入っているんだねJ

wr私もいっぱい見付けた リ
保rwちゃんもクヌギをた くさん見付けたね」
Brいいな。ぼくもほしいJ
crわたしもほしいJ
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wiもう無いよj

保「砧崎郡雌位者:ζ説麗司法五~:'{~~-:;ìJ
Aiそうだね」

wiほら，私，オナモミも持ってるんだよ。
Ai-・・(ほしいな)J

保iAちゃんもほしいの?[k1'.弘;防j持続必至工会情ば討が
Aiどこにあるの?J 
wiこっちだよ」

ひっつくんだよ」

クヌギやオナモミがある場所をよく知っ

ているぞ !w児の気付きがみんなの刺激と

なるようにしていこう。

繰り返し自然とかかわる姿を大事にして

いこう。

O 

00 O 

O 

「どうしたら 1番になれるの ?J

W児が「友だちJとかかわる様子
W児が勢いよく走って登園する。

wi先生!おはようございます!J 
保iwちゃん，おはよう。元気がいいね」

wi私 1番?J 
保「あそれはどうかな」

WiAちゃんがいる !Aちゃんが早かった。

Aiおはよう」

WiAちゃん，なんで早いの?J 

保「費\京子;食費キ劫稜罵~;~ζ衆文ヤみのはどうして "0て事ねてみよ」
A i(私)早起きするよ」
wiへえ ~J

保iAちゃんは，いつもお母さんと一緒に歩いて幼稚園に来ているのよ」

wiえ私，お母さんと自転車(で来ているん)だよJ
A i(私)歩くよ ~ J

wiそっかあ じゃあ私，もっと明日早起きする!J 

保iwちゃん，どラ:し支'1議長女川りJ松戸?の;そ」
wiだって，いっぱい遊びたいんだもんJ

おはよう」Aちゃん，

O 

o 6月の頃と比べるとずいぶん成長したなあ。友だち
と積極的にかかわる様子を今後も見守っていこう 。

O 園生活に期待をもって登園できていることを家庭

と共に喜んで，早めの登園に心掛けていることに感謝

の気持ちを伝えていこう。

。00
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入園時からW児の姿を追って記録してきたことで，様々な「他Jとかかわりながら，次第

に幼稚園生活に慣れていき ，時には涙を流しながらも 一つ一つ成長していく様子を整理す

ることができた。一つ一つの事例から保育者の援助の在り方や環境構成の工夫等について

も見つめ直すことができた。

子どもたちが自分らしさを発揮して過ごすために，以下のことを大切にしたい。

① 安心して過ごせる場としての幼稚園づくり

O 一人一人の思いを汲み取り，その子の思いに寄り添いながら保育

を展開していくことで子どもとの信頼関係を築いていく 。

O 降園時や連絡帳等を活用して幼稚園での様子や家庭での様子を

語り合い，保護者との信頼関係を築いていく 。

② 繰り返しの経験ができるように環境を整え，自信をもつことができ

るようにすること

o IまたしたいJIまたやってみたい」と思えるような環境をっくり，
一人一人の課題に応じた心地よい負荷を与えていく 。

O できた喜びに共感していく 。

O 子どもたちが味わ った感動をほかの友だちの刺激となるように

したり，家庭にも伝えたりしていく 。

③ 友だちとやりとりする場や時間を工夫すること

O 子どもたちの興味 ・関心を大切にする。

O 保育者も遊びに加わりながら友だちと遊ぶ面白さに共感したり，

友だちのよさや思いに気付いたりする ような言葉掛けをしていく 。

「友だちJとやりとりしながら あれこれ考える姿
<W児の自分らしさ>

(自分を叶(fr&jJÈ~) (人とかかわる楽しさ)

「自然jの中で「友だち」と かかわって遊ぶ姿

(*'L'~) (自然への親しサ(自分を出す)(~1t<) 

「友だち」の刺激を受けながら「自然」とかかわる姿

(自分を出す) (感動体験~ (~1t <) (自然への親しみ)
(人とかかわる楽しさ)

「母親jに一緒に過ごしてほしいと訴える姿

「友だち」を「ぶらんこJに誘って， 一緒に遊ぶ中で順番があ
ることや交替で使うことを知る姿

(ものとかかわる楽しき)(人とかかわる楽しさ)
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(イ) 気の合う友だちとかかわる中で，自分の思いを伝えられるようになったX児 (年中児:女)

これまでの姿

3年保育で入国してきたX児は，園生活を楽しみながらも，登園するとランドセル

を保育者に手渡したり，靴を履かせてもらうのを待っていたりするなどの姿が見ら

れ，家庭での生活経験の浅さが感じられた。また， I他j とかかわる中で必要な言葉

が分からず，自分の気持ちを相手に伝えられない姿が見られた。保育者は X児の経

験の積み重ねを大切にしながら 言葉の背景にある思いをしっかり捉えられるように

努めた。

3学期の終わりには，自分の身の回りのことを自分でしょうしたり，自分の気持ち

を保育者や友だちに伝えようとしたりするようになっていったX児である。

4月(進級当初)

「新入園児とのかかわりJ
X児が「友だち」とかかわろうとしている様子

o X児が登園後，靴箱で靴を履きかえている。新入園児の女児が登園してきた。
A Iおはよ うJ

X 1. . . . . oJ (うれしそうに微笑むが 戸惑う姿が見られる。)

保「ミちゃん， Aちふð!:希薄三井H主主刊号...，"~~点t~~~.~?ーしタ 5 "~友þJ
X Iおはよう・. . J 

保「本ちゃん't主のお友j窓会り名前!喜一文ちゃん努:支長女&だよJ
A IXちゃん，おはよう」
X Iおはよう・・・」

O その後もあいさつを交わすが， A児の名前を覚えられずにいた。

保 I'Xちゃんー Aちゃ今と今闘も:ぁ:ぃ穿つができ支よかったねJ
O 数日後の朝の登園後の靴箱で名前を呼び合いながらあいさつをする。

A IXちゃん，おはようJ
X Iおはよう， Aちゃん」

A I一緒にあとで遊ぼうよ」

X Iいいよ，プラ ンコしよう!J 
A Iうん，ぶらんこし ようJ

ハハリ〉ハ〉ハ〉
o X児が進級して新学期の雰囲気に戸惑いながらも，
年少のときと比べて身の回りのことを自分でしょう

とする姿や園生活を楽しもうとする思いを受け止め，

必要に応じて援助していこう 。

O 周りの友だちに興味や関心をもち，新しい友だちと

かかわりたいと思う X児の気持ちを大切にし，自分の

気持ちゃ考えを伝える機会をつくったり，経験させた

りしよう 。
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I 7月初旬
「私もや りたいJ

X児が友だちと一緒に楽しむ様子

O A児と B児が底に穴を開けたベットボトルにホースをつなげて水を出し，勢
しミ

A 

保

B 

A 

A 

B 

く出る水の様子を楽しんでいる。

「先生，見て!消防車のシャワ ーみたいでしょJ
「泌がjiBiL崎支尚三本被災が恥治的~J~ç~帽し柄，i\議;j
「私もやりたい，私にも貸してJ
「もう少し待って・・・今使っているからJ
しばらくして)

「はい，いいよJ
「ありがとう J

O ずっと近くで見ていたX児は B児が使っているホースを黙って奪おうと
す

B 

X 
保

X 
イ呆

X 

「しないでよ!今，私が使っているんだから」

r. . .。 私もやりたい」
n文りんよ;予防収訓練f2~]建友会総長義母子J
「貸して って言う . • . J 
rキザだね正員長十:~長曾ぶてがた:ちいいかも丈」
rBちゃん，貸してJ

(0 友だちのやっている遊びの良さや工夫に気付けるよう

な言葉掛けをしていこう 。 1('̂ 
O 遊びの中で必要な言葉については，今までの経験を振 IVUO 
り返りながら考えられるようにし，自分の気持ちを相手

伝える喜びをもてるようにしよう 。

112月初旬 | 
「ラーメ ンっくりJ

X 

O ン
x r 
A r 
保[

x r 

保「

O 拾
x r 
A r 
(保育

x r 

児が秋の自然の中で「友だちJゃ「保育者Jと役割を分担して遊ぶ様子

一トを敷いたX児 .A児が保育者を呼ぶ。

先生，先生，こ っちに来て。ピクニ ツクしているのJ
ラーメ ンをつく っているの」

今日は，天気も良くてピクニ ツク日和ですね。おいしそうなラ ーメンもあ

るねJ
先生 Bちゃんと麺の葉つばを拾ってきてください。私はラーメンを混ぜ
ておきますj

はい，分かりました」

った葉つばをX児に渡す。
ありがとう 。 じゃあ，先生，ラーメンっくりのお手伝いをお願いします」

おいしいラーメンをつく ってください」

者がカエデの葉つばをラーメンに入れようとすると )

先生，赤い葉っぱは入れち ゃだめだよ 。麺は黄色の葉っぱ (クヌギ)でし

ょう 。赤の葉っぱは最後にチャーシューで入れるんだから」

保「iそ刊誌h赤組制;ギヂほ最後にチiヤムシ三二で入れるんだJ ゃあ黄色の
この薬っぽは麺にしてもいいかな?とっちの茶色の葉っiまはどうする 1J

-76・



o x児が遊びの中で率先しながら役割を分担し，こだわ
りをも って遊ぶ姿をじっくりと見守ろう 。

O 葉っぱの色の違いを意識したり， 子どもの思いが膨ら

んだりすることができるような言葉掛けを工夫しよう 。

子どもたちの I~ したいj という思いを十分に受け止

遊びが盛り上がるように保育者も 一緒に遊びなが

与え られた役割を果たしたり，見守ったりしよう 。

000 

め，

ら，

O 
''''''''v 

一人の子どもを追跡していくことで， x児が遊びを通していろいろな友だちとかかわ って
みたいという思いや 友だちに自分の思いを伝えたり友だちの気持ちを聞いたりするやり取

りの中で，必要な言い方が身に付いていく過程や言葉の種類が増えていく過程を追うことが

できた。また，年少児の時に安心して過ごせる場とな った幼稚園で年中児となり，自分の知

っていることやできることを新入園児に教えたり伝えたりしながら，自分に自信をつけてい

く過程を見ることができた。

子どもたちが幼稚園生活を楽しみ，

切にしたい。

以下のことを大自分らしさを発揮して過ごすために，

いろいろな友だちとかかわり そのよさに気付くこと

保育者も 一緒に遊ぶ中で 友だちのよさや遊びの工夫を紹介して

いき，クラスのいろいろな友だちに親しみをもてる機会を多くもつ

ようにしていく 。

O 自分がやりーたい遊びを見付けて楽しんで遊んでいるか，友だちと

どのようにかかわって遊んでいるかなど，子どもの様子をよ く見な

がら援助してい くようにする。

O 行事や好きな遊びを通して 異年齢児と触れ合 う機会を大切に

し，遊びの輪が広がるように保育者も必要に応じてアイデアを出し

ていく 。

① 

O 

その子の思いを汲み取

② 自分の思いを伝えられるようにすること

O 子ども同士のやりとりを見守 りながら，

り，タイミ ングを見極めながら援助する。

O 友だちの中で自分の考えを言っ たり，友だちのすることをまねた

りしながら楽し く遊べるように見守る 。必要なときには話に加わ

り， 互いに思いを伝えることの大切さに気付 くようにしていく 。

O 降園時の活動などを通して，自分の思いを友だちゃ保育者に伝え

る機会を意図的につくるようにする。
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「自然」 の 中で,気 の合 う 「友 だち」 と遊ぶ 楽 しさ

に気付 いて 自分 か ら誘 った り,率 先 してア イデア を出

した りす る姿

人 とかか わる楽 しさ

伝え合い 満足感

自分を出す

自信

「友 だ ち」の してい る遊 び に興味 ・関

心 を もち,自 分 の試 してみた い気 持 ち を

相 手 に伝 える姿

人 とか かわ る楽 しさ

自分を出す 伝え合い

葛 藤

達成感

〈X児 の 自分 ら しさ〉

12月

新 入 園児 な ど,「 新 しい友 だ ち」 とのか

か わ りを もち始 め た姿

自分を出す 伝え合い

7月 年

中

4月

人 とかか わ る楽 しさ 満足感

10月

した い遊 び を見 付 け,「 友 だ ち」 とかか わ

って遊 ぼ うとす る姿

自分を出す 満足感

人 とか かわ る楽 しさ

「友 だち」 とかか わ り,自 己主 張す る姿

自分を出す 葛藤

9月

6月

4月

年

少

「上靴」 を自分 で履 き,自 信 を もつ姿

達成感 自信

「ぶ らん こ」 とか かわ りなが ら幼稚 園で先 生

と一緒 に過 ごす楽 しさを感 じる姿

安心感 人 とか かわ る楽 しさ
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(ウ) 自分の思いを調整しながら，友だちと存分に楽しむようになったY児(年長児:女)

これまでの姿

3年保育で入園してきた Y児は 入園当初は保護者と離れがたく涙を流す姿も見ら

れていたが，だんだんと友だちとのかかわりを楽しみ始め，幼稚園生活を楽しむよう

になっていった。

年中児になると，新しく入国してきた友だちとのかかわりも楽しみ始め，自分の思

いをうまく表現できないときは，保育者に相談しながら友だちに自分の思いを伝える

方法を獲得していく姿が見られた。同じクラスの友だちだけでなく，年下の友だちに

も優しく接することができるようにな ったY児である。

5月下旬

「チョコレート工場」

Y児が「友だちJとかかわっている様子
O 砂や土，水を混ぜ合わせてチョコレートっくりをしているところに A児がや
ってくる。

A I何やってるの?J 
B Iここは，チョコレート工場だよ」
Y I私は，チョコレートをつくる人よ」
A I楽しそう 。私も仲間に入れて」
B Y Iいいよ!J 
O 自分の与えられた役割に納得がいかないA児。
A I私， (砂を)運ぶのばっかりいやだ ・ 。つくる人になりたい」
B Iだって，つくる人はいっぱいいるんだもんj
Y I運ぶ人がいないから，ねっ，お願いAちゃん」
A Iえいやだ，私だって，工場の人になりたいもんJ
O しばらく，なかなか解決策が見付からずに話し合いが続く 。
A Iもう，遊ぶのいやだ・・ ・(泣きそうになる)J 
Y I分かった!途中で仕事を交代したらどう?あと少し Aちゃんは(砂を)運
ぶ人で，その後，チョコレートをつくる人になったらいいよJ
A 1. . . J 

保 IAちゃん~Y ちーや Jらがいい-こと考え丈くれl;"及型… どJ玄かなめ
A I本当にあと少し?J 
Y Iうん。そしたら，私が交代 してあげるよ」
A Iじゃあ，いいよJ
保「よかったねAちヤ :ん~ yちゃん，いい考えを思いついたお!U 

/ 
O 子ども同士で何とか解決しようと話し合いを進

ハハハ〉ハUO
 

める姿をじっくりと見守ろう 。

o Y児が解決策を考え出した姿を認め， A児の心に
Y児の思いが届くように投げ掛け，自分たちで解決

できたという経験を大切にしよう 。

o Y児がうま く自己 コントロールして遊びを楽し
んでいる姿を大切にしよう 。
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10月下旬

「私はそうは思わないけど・. . J 

Y児が「友だちJとかかわっている様子

O 仲良しのA児と朝のあいさつを交わし，おしゃべりをしたり，追いかけっこ

をしたりして遊んでいる。

Y IAちゃん，おは よう!J 
A Iあっ， Yちゃん。(ニコニコする)J
O いつも仲良しのB児が休みであることをA児と話題にする。

Y I今日， Bちゃん休みだって」

A Iそうなんだ. • . Bちゃんが休みでよかったねj

Y I?J 
o A児と話したことを保育者に伝えてくる。
Y IAちゃんが Bちゃん休みでよかったねって・. . J 

保「えっ，どうしてそんなこと言ったのかな?J 

Y I分からないJ
保 IYちゃんは，どう思うの?J 
Y I私はそうは思わないけど・. . J 

保「その気持ちをAちゃんに話した ?J

Y I (首を横に振る)J 

保 I\yt;'~注意平泳ぷ金主義長友長'"t議担金主主長I~'f!.llt~努鞭長考'6'ま説」
Y Iいやな気持ち・・・」

保「そうね。会長;な ζ主資?た~]~~ち史fbP襲五守主:ョ:云主主モιit教主すj}i
げら; "fi必~-~:~いが'J

O 保育者と Y児 A児とでB児の気持ちを考えながら話をする。

O 素直に疑問に思ったことを保育者に伝えてきた姿を受け

止め，相手の気持ちを考えることができるように一緒に話

をしよう 。

O 友だちの言葉に疑問を感じたら，そのことを伝えること

が友だちにとっても必要で、あることを知ってもらおう 。

o A児が発した言葉の中にある思いを受け止め，相手の立
場にな って考えてみるように話をしていこう 。

[保護者との連携]

O 幼稚園で話し合ったことを降園時に話題にし，相手の気

持ちを考えることについて，家庭でも同じように伝えたり，

一緒に考えたりできるようにしていく 。
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12月中旬
「ドッジポールをしようJ

Y児が「友だち」とかかわっている様子

O 朝から Y児と女の子 3人でドッジボールをしようと盛り上がっている。
Y I先生， ドッジボールしようよj
保 I.!λと先生じゃにおよ"?皇室~.~~~~.~. ._ ~ .. ..: 
A Iじゃあ，ほかの子たちも誘ってこようよ」
Y B C Iそうだね!行こう」
Y IDくんたち， ドッジボールやらない?J 
D Iやる，やる!J 
Y I先生，男の子たちも (ドッジボールを)やる ってJ
保「ゃーたね!もう少ししたら行くからねJ

/一一一一一

O 主体的に一緒に遊ぶ友だちを誘う姿を

見守ろう 。

O 自分たちで遊びを進める面白さを味わ

う姿を大切にして，保育者も仲間にな っ

ハハ〉ハ〉
。 て一緒に楽しもう 。

守

入園時から 3年間， y児が様々な過程を経て自分らしさを発揮していく姿を追うことが

できた。入国当初のことを振り返ると，幼稚園生活を満喫するようになるための土台は，

幼稚園が安心できる場所になることであると言える。

年長となり，友だちとのかかわりがさらに広がっていく中で，自分の思いをどのように

表現したらよいか， Y児なりに思いを調整することを学んでいるのではないだろうか。

子どもたちが幼稚園生活を楽しみ 自分らしさを発揮して過ごすために，以下のことを

大切にしたい。

① いろいろな友だちとかかわり，友だちのよさを認めるようにしていくこと

O 保育者も 一緒に遊ぶ中で，友だちのよさや発見を周りに発信し，子
どもたちが遊びへの興味や関心を広げて，友だちのかかわりを深めて

いけるようにする。

O クラスで行う活動や異年齢児とかかわる機会を意識してもち，アイ
デアを出し合ったり 教え合ったりする姿を大切にする。

O 保育者が子ども 一人一人のよさを言葉にし，子ども 同士がお互いを
認め合えるクラスっくりをする。

② 自分の思いを伝えながら，相手の思いにも気付くようにしていくこと

O 子どもたちが自分たちで思いを伝え合う姿を大切にし，自分たちで
どこまで話し合いを進めることができるのかをじ っくりと見守り， 言

葉掛け等の援助をする機会を見極める。

O 自分たちで思いを伝え合い 納得がいくまで話し合う経験を大切に
し，自分たちで折り合いをつけることができた達成感を一緒に味わう

ようにする。

O 降園時の活動などを通して，自分の思いを話したり，友だちの思い
を聞いたりする機会を設ける。
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主体的に遊びを進める姿

(伝泊、)(ì14 JÈ~ ) 
(7ë~~ X…楽しき)

自分と違う友だちの思いを

聞いて戸惑い，相手の立場に

なって考え ようとする姿

G!)(他者理解)
(fid.-@-It、)( Bf$'L' ) 

楽 しく遊ぶための方法を友だちの

ために考えて，伝える姿

@(伝加、)(他者理解)

いろいろな友だちと遊ぶ楽しさに気付

いて，自分から誘うようになった姿

(自分を出す)(人とかかわる楽しさ ) 

(伝泊、)己JÈ~)0
普段かかわりの少ない年少児に対して優 し

く接し，自信をつけた姿

(自分を出す)(人とかかわる楽しき ) 

( tidi JÈ~う(同ミ )(達成感 )0
新入園児など，新 しい友だちとのかかわり

をもち始めた姿(自分を出す)(伝え合い)

(人とかかわる楽しき) (iiJjJÈ~) 
自信をもち，友だちとのかかわりを楽しむ姿

(自分を出す)c!豆)( ì14 JÈ~) 
友だちと遊ぶ楽 しさを感じ始めた姿

(自分を出す)(人とかかわる楽しさ ) 

先生と 一緒に過ごす楽 しさを

感じ始めた姿 (*'L'~ ) 
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<Y児の自分らしさ>

1 2 月

1 0 月

長

5 月

1 1 月

1 0 月




